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水都大垣 水循環フォーラム2025実行委員会主催 一般社団法人 応用生態工学会、生き物文化誌学会後援

と き 火2025.12.2 13:30~17:00（開場12:30）

ところ 大垣市情報工房５階 スインクホール・セミナー室
岐阜県大垣市小野4丁目35番地10

あいさつ
基調講演 「流域総合水管理とは」
国土交通省技監　廣瀬　昌由 氏

事例発表 「水を活用したまちづくり」
大槌町教育委員会生涯学習課長・図書館長 佐々木育也 氏
ＮＰО法人全国水環境交流会理事 堺　かなえ 氏
大野市農業林業振興課企画主査 谷口　英幸 氏
大垣市長 石田　　仁 氏

ポスターセッション
パネルディスカッション「水を巡る地域教育」
コーディネーター／岐阜協立大学教授 森　　誠一 氏
パネリスト／
大野市開成中学校教諭 中川　美穂 氏
大槌町立大槌学園前学園長 小石　敦子 氏
世界淡水魚園水族館アクア・トトぎふ館長 池谷　幸樹 氏
滋賀県立琵琶湖博物館専門学芸員 金尾　滋史 氏

閉会
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スケジュール

｜湧水の保全から考える持
続可能な未来｜
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　大垣市では、令和5年度から「水都大垣
再生プロジェクト」を推進し、「水都大垣」の
ブランド力を高め、「選ばれるまち大垣」の
実現に向けて取り組んでいます。
　このプロジェクトの一環として、全国各地
の水環境保全に取り組む自治体や団体との
交流を深め学び合う機会として、「水都大垣
水循環フォーラム2025」を開催します。
　豊かな湧水とともに歩んできた大垣から、
持続可能な未来に向けた新たな水循環
社会のあり方を全国に発信します。

「水都大垣水循環フォーラム2025」参加申込書
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大垣市情報工房

アクセスマップ／駐車場 ●第一駐車場（情報工房 東）23台（うち6台は東部サービスセンター専用）
●第二駐車場（情報工房 北東）215台（西側143台、東側72台）
●ソフトピアジャパンセンター地下駐車場（有料）約100台
●名阪近鉄バス（ソフトピア線）大垣駅南口３番のりば  ソフトピアジャパン行

1965年京都府生まれ、1990年京都
大学大学院修了、1990年建設省入
省、1996年中部地方建設局木曽川
上流工事事務所調査課長をはじ
め、主に治水・防災分野を中心に勤
務し、2022年関東地方整備局長、
2023年水管理・国土保全局長を経
て、現在は国土交通省技監

ひ ろ せ  ま さ よ し

廣瀬 昌由氏

国土交通省技監

拡大周辺図

申込方法　～参加無料・要事前申込（定員250名）～
・次のいずれかの方法でお申し込みください。
①市ホームページの電子申請（https://www.city.ogaki.lg.jp/0000068660.html）、②メール、③ファックス、④郵送、
⑤事務局への持参

・定員に達し次第、受付を締め切らせていただきますので、お早めにお申し込みください。
・お預かりした個人情報は厳正に管理し、本フォーラムの運営目的以外には使用いたしません。

水都大垣 水循環フォーラム2025 実行委員会事務局 
〒503-8601 大垣市丸の内2丁目29番地 大垣市都市計画課内
E-mail  toshikeikakuka@city.ogaki.lg.jp　TEL（0584）47-8698　FAX（0584）81-4869 申込はこちら

フォーラムフォーラム水循環水循環水循環水循環

基調講演 流域総合水管理とは

※参加者お一人様につき、1枚の参加申込書が必要です。

大垣市情報工房
岐阜県大垣市小野4丁目
35番地10

｜湧水の保全から
考える持続可能な未

来｜

申込期限 11月18日（火）


